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研究成果の概要（和文）：一般に、マルテンサイト変態は冷却時に母相→マルテンサイト相の正変態が生じる
が、最近、研究代表者らは、Co2Cr(Ga,Si)合金において冷却で母相→マルテンサイト相→母相の挙動を示す異常
なリエントラント・マルテンサイト変態を報告し、このような特徴を有する形状記憶合金のことをリエントラン
ト形状記憶合金と命名した。本研究は新規形状記憶合金の開発を目標とし、新たにCo-V-AlおよびCo-V-Al-Siな
ど、新しい形状記憶合金の開発に成功した。さらに、リエントラント形状記憶合金を用いて、世界で初めて周囲
の温度で冷暖切換する固体冷媒材料を開発し、次世代固体冷凍技術の実現に貢献できると期待する。

研究成果の概要（英文）：Conventional martensitic transformation occurs as a parent-to-martensite 
transformation during the cooling process. Recently, we developed a new Co2Cr(Ga,Si) alloy system, 
where a unique parent-martensite-parent reentrant martensitic transformation occurs; shape memory 
alloys showing this unique behavior were named as reentrant shape memory alloys. In this study, we 
focused on the development of new shape memory alloys, and new systems such as Co-V-Al and 
Co-V-Al-Si were successfully developed. Moreover, by using the reentrant shape memory alloys, we 
found the elastocaloric switching effect for the first time in the world. This achievement is 
considered as a solid progress for the realization of the upcoming solid-state refrigeration 
technique in the near future.

研究分野： 金属物性

キーワード： 形状記憶合金　リエントラント・マルテンサイト変態　Co系合金

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究はまず新規Co系形状記憶合金の開発を目的とした。Co系合金は独特の電子構造から形状記憶合金にはなり
にくいとされてきたが、本研究で新規形状記憶合金の開発に成功したことで学術的に大きな意味を持つと言え
る。また、Co-V-AlとCo-V-Si-Al合金はいずれもGaなど高価な元素を含まないため、実用上の意味も大きい。さ
らに、Co-Cr-Al-Si合金において、周囲の温度で冷暖切換する固体冷媒材料の開発に成功した。こちらは新しい
物理現象であると同時に、装置設計に新たな自由度が生まれることから、次世代固体冷凍技術の実現にも貢献で
きると期待され、学術的にも社会的にも大きな意義を持つ研究成果である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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